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まるやま組とは
土地に根ざした学びの場 Team Maruyama



三井小学校への環境教育支援
まるやま組で得た伝統と科学の知の伝承

教育方針 『社会に対応し、生き抜く力を身につけた子の育成』を目指す。
〜地域の特性や人材と、小規模校だから出来ることを学校づくりに活かして〜

学年
児童数

男子 女子 計

１年生 ２ ２ ４

２年生 ４ １ ５

３年生 １ １ ２

４年生 ３ ２ ５

５年生 ３ ０ ３

６年生 ２ １ ３

計 １５ ７ ２２

2012年ユネスコスクール加盟

年度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 計

回数 １５ １４ １１ ９ ７ １０ ７ ７３

時間
数

３０ ２８ ２２ １８ １４ ２４ １８ １５４

環境教育支援授業実績（赤字：よぼし子の森プロジェクト）

2011年 2014年能登GIAHS認定FAO視察2014年能登GIAHS認定FAO視察

スクールバス



よぼし子の森とは？
地域のみんなで地域の子どもを育てる



森林にかかわりのある様々な
技術や知恵を持った人々をよ
ぼし親（先生）に。

大学や企業、自治体等と
つながりをもち広がりの
あるプログラムに。

よぼし子の森 サポート体制
つながり、かかわり、ひろがる



森のある暮らし

森がつなぐ
能登と加賀

よぼし子の森 学びの内容
森につながる暮らしがテーマ



Program 1 森のある暮らし
ムラがつながりふるさとを授ける

START



Program 2 森がつなぐ能登と加賀
ムラとマチがめぐりあい世界がひろがる

START



よぼし子の森 ESD教材
アイデンティティを育み、生きる力を引出すために



森林環境教育の普及啓発
金沢大学、日本自然保護協会、OUIKとの連携

朝日新聞

世界農業遺産認定への道のり
〜国連大学と地域の歩み〜



活動分析シートから

•一つ一つの体験につながりがあり、何のために活動するか目
的を持って活動できていた。
•ふるさとを誇りに思う気持ちを今まで以上に持つことができた。
•多角的に、また科学的な再認識ができた。

•「教師自らが地域の自然や暮らしについての理解を深める場
でもある」と感じている。
•子どもたちの住む土地の恵みや価値について自信を持って語
ることができるようになった。
•活動で紹介された本でひろがりを持たせる事が出来た。

児童の変化

先生方の気付き



活動分析シートから

•地域の暮らし発の森林環境教育のひとつの試みができた。
•児童、教師、地域住民の間に双方向の学びがあった。
•多様な主体のサポート体制でリアルでライブな学びになった。
•新たな里山のあり方を子ども達と考えるきっかけになった。
•即効性と長い時間を経て身につくもの両方に目を向けて。

•児童の主体的な学習活動、児童から地域へ発信する教育活
動へのシフト
•環境教育を通常の教科の授業へ活かすための工夫が必要。
•企画段階から学校とプログラム提供側と綿密な打ち合せが必
要。ゴールや手法、展開のさせ方などの共有。
•年度単位の提案型事業でなく継続性のある仕組みが必要。

効果

課題・展望




